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１．はじめに 

平熊の石洗越(いしあらいごし1))は、鹿児島県霧島市隼人

町平熊地区に架かけられた石造構造物である。台地から流

れてくる谷川が農業用水路を越えるために架設されたもの

で一種の水路橋とみなすことができるが、河川の延長上に

架かっていることや、「落とし」と呼ばれる落差工状の構造

物が付帯していることなど、類例の少ない土木遺産である。 

この石洗越は霧島市の指定文化財であり、本体や周辺の

護岸などの補修や整備が実施されている。当該地区におい

ては、地域住民によって石橋を守る会が結成され、構造物

周辺の除草や清掃も実施されており、地域の活性化の核と

して活用していこうという動きも見られる。 

土木遺産の保存・活用を考えるにあたって、その基本的

な情報をとりまとめておくことは重要であるが、石洗越に

関する史料は今のところ見出されておらず、建設年や建設

の背景などについて、慎重な議論が継続されている2)。こう

した動きに資するべく、本研究では、既往文献や聞き取り

調査、現地調査を実施し、石洗越に関する建設の背景(2章)、

架橋地および石洗越の概要(3 章)についてまとめた。また、

聞き取り調査から得られた情報に基づいて石洗越の有する

機能についてまとめ、考察を加えた(4章)。 

 

２．建設の背景 

石洗越の建設は、江戸期に実施された国分平野における

一連の地域開発の中に位置づけられる。現在、国分平野を

ほぼ直線に南下している天降川は、江戸期には上流域が安

楽川、下流域が大津川（おづがわ）と呼ばれていた。大津

川は平野を南東に斜行して錦江湾へと達していたが、度々

洪水を起こす暴れ川であったために地域開発を妨げる一因

となっていた。こうした状況を受け、1661(寛文元)年、19

代藩主である島津光久の命によって川筋直しが実施され、

現在の天降川（当時は新川と呼ばれた）となった3)。 

大津川が流れていた川跡では積極的に新田開発が進めら

れ、280 町の水田が新たに開かれることとなった。この水

田地帯に水を通すために、松永用水路、平溝、重久溝とい

う 3つの用水路が開削された。石洗越は、松永用水路上に

架けられている。建設の時期は、用水路の完成した 1666(寛

文 2)年から、改造記念碑の建てられた 1777(安永 6)年の間

と推定される。 

 

３．石洗越の概要 

（１）架設地点の状況 

架設地点は用水路（松永用水路）、河川（竹山川）、道路

（市道）が交差する複雑な空間構成となっている（図-1）。

松永地区の東側には、標高 220mの春山原（はるやまばい）

と呼ばれる大地が広がっており、台地上からは落差約200m、

延長約 3km の竹山川が流れて来ている。用水路の完成後、

竹山川から流れてくる水も利用されていた可能性もあるが、

石洗越によって現在は分離されている。松永用水路自体は

石洗越の直前で分流し、ゲートを介して落水後の竹山川と

合流している。石洗越上には昭和 10年代に建設されたRC

桁橋が架かっている。聞き取り調査によれば、RC 橋が架

かる以前は丸太を数本渡して横断していたという話や、石

洗越上には何も架かっておらず大雨になると対岸への通行

は出来なかったという話もある。また、竹山川の水質が良

好であったため、かつては洗濯場として利用され、近年ま

では鮎の養殖のための取水堰も設けられるなど、利水の場

ともなっていた。 

（２）構造と意匠 

石洗越は全体が凝灰岩で構成される石造構造物である。

近年補修された部分を除けば全体が空石積みとなっている。

用水路を越える部分はスパン 3.5m の石造アーチになって

おり、橋面部分は敷石による石畳状になっている（写真-1）。

右岸側の護岸は様々な変更を受けており、取水のための堰

を設けた跡やパイプなどがむき出しになっている。わずか

に残っている、建設当時のものと見られる石壁間の幅員は

7.5mで、水路の側壁となる高欄の高さは 75cmである。 

 

図-1 石洗越周辺の地形図 

 
写真-1 石洗越とRC橋（著者撮影） 



橋面を通過した竹山川は「落とし」と呼ばれている落水

部を経て、霧島川へと向かう。落としは空石積みで、平水

時に落水する様子にはデザイン的にも工夫を凝らそうとし

た意図が感じられる。石積みの意匠に目を向けると、左岸

側は曲線的な形状であるのに対して、右岸側はブロック状

の石材によって幾何学的な形状となっている（写真-2）。た

だしこれは意図的なものではなく、もともとすべてブロッ

ク状だったものが、長い年月をかけて流水によって削られ

た結果、現在のような形になったものと思われる。 

４．機能と地域における役割 

（１）用水路の保全 

本橋の主要な役割は、大雨によって竹山川から流れ込む

水が用水堤防を決壊させるのを防ぐことであったと伝えら

れている4)。石洗越が建設された当時竹山川の流量がどの程

度であったのかは今のところ明らかではないが、現況を見

る限りでは、用水路に大きな影響を及ぼすほど大量の水が

日常的に流れていたとは考えにくい。聞き取り調査によれ

ば、少なくとも昭和期以降は、雨が降る度に一気に水量が

増加し、徒歩で渡ることも困難になるほどであった。した

がって木製の掛樋などを用いて水を逃がすという方法も検

討された可能性があるが、ここでは敢えて時間とコストの

かかる石造構造物の建設という方法がとられている。これ

は、地域における松永用水路の重要性を示すものであるが、

もう一点、次に述べるような地形的な条件に起因する課題

への対策であった可能性もある。 

 

（２）土砂及び岩石の流入防止 

写真-3は2010(平成22)年7月初旬に起こった集中豪雨直

後の橋梁周辺の様子である。これを見ると石洗越に接する

水田には竹山川の氾濫によって土砂が流れ込んでおり、松

永用水路にも大量の土砂がたまっていることが確認できる。

また、石洗越の上流には直径 50cm 近い岩石が押し流され

てきている。シラス台地である春山原は侵食が激しく、大

雨の際には大量の水と一緒に土砂や岩石が運ばれてくる。

したがって石洗越には、一種の砂防施設的な役割も期待さ

れていたはずである。木製掛樋や伏越ではなく、十分な強

度を有する石造構造物が選ばれたのは、こうした地形・地

質条件が背景にあったからであろう。 

（３）農業用水の補完 

今回の調査では、石洗越の機能に関する興味深い証言を

得ることが出来た。昭和期に起こった洪水の際、取水口の

ある霧島川が決壊したために、松永用水路は十分な用水を

確保することが困難となった。これに対応するため、石洗

越の側壁に穴を開け、竹山川の水を用水路に合流させるこ

とで用水路の水の確保が試みられた。用水路上に位置する

橋面の側壁には幅 60cm、高さ 40cmにわたって、穴を塞ぎ

直したと思われる箇所が残っている。 

石洗越の本来の機能は、用水への水の流入を防ぐことで

ある。側壁に穿たれた穴も応急処置的なものに見受けられ

るため、建設時には水を供給するという役割はおそらく意

図されていなかったはずである。用水不足という非常事態

の発生によって、土木構造物に想定外の機能が付与された

例だと言うことができる。 

 

５．おわりに 

本研究の成果は、以下のようにまとめることができる。 

1)石洗越は用水路への水の流入だけでなく、土砂や岩石の

流入を防ぐ砂防施設的な役割も期待されていたことが

わかった。石造構造物が建設された理由はこの点にある

と考えられる。 

2)用水路の水不足の際には、石洗越から竹山川の水を補填

する方法が取られていたことがわかった。前述の 1)と併

せて考えると、石洗越は非常時に多様な機能を発揮しう

る構造物であったと言うことができる。 

3)国分平野における新田開発は、用水路の開作によって大

きく前進したとされる。用水路の保全に貢献した石洗越

は、国分平野の発展にとっても重要な存在であった。 
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写真-2 落とし（著者撮影） 

 

写真-3 豪雨後の石洗越の様子（下津曲氏提供） 
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